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期）が検討されている。1908 年に出稼ぎのため、渡米した明石順三（ 1889-1965）は Watch Tower 
Bible and Tract Society（現在の Jehovah's Witnesses）の伝道者の訪問を受けて夫婦で入
信した。世界本部から日本・朝鮮・中国等への宣教を命じられた明石は、 1926 年に帰国。翌
年、東京で Watch Tower 日本支部を立ち上げ、「灯台社」という名称で宣教を開始した。  
明石たちの活動は着実に成果を挙げたが、満洲事変後の日本社会でしだいに政府の監視と弾
圧を招くことになる。1933 年 5 月に活動禁止、刊行物の発禁処分を受け、日中戦争開戦後の
1939 年 6 月以降には、日本、朝鮮、中国、台湾で 130 名の信者が治安維持法等で検挙された







 第 3 章では、戦後直後、世界本部によって海外から新たに宣教者が日本に派遣された後、日
本で育成された日本人指導者に支部の運営が委ねられる 1970 年代半ばまでの活動（第Ⅱ期）
が扱われ、戦後の新たな日本支部の形成が分析されている。  
 1949 年 1 月以降、宣教者養成学校を卒業した外国人、日系人の宣教者たちが来日し、宣教









1975 年もハルマゲドンは到来しなかった。その結果、世界全体の信者数は 1976 年から 2 年連
続で大きく減少した。日本支部では入信者数は減少したものの、信者数自体は減少しなかった。
筆者はブライアン・ウィルソンの研究を参照しながら、その要因を教団への帰属が「コミュニ













日本の信者における開拓者の割合は 1970 年代に 20％代と緩やかに上昇していたが、1981 年に



















の自己成就によって、この第Ⅲ期に教線が大いに拡大した、と筆者は分析する。 1998 年に 22
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 第 5 章では、1990 年代半ば以降の歴史（第Ⅳ期）が「停滞期」として記述されている。教
団資料によれば、1998 年以降、入信者数の減少が目立つ。 1995 年のオウム真理教（当時）に
よる地下鉄サリン事件を契機とした宗教に対する警戒心の増加、布教機会の減少につながる社
会状況の変化、エホバの証人の全戸訪問に対するマイナスの認知の定着などがその社会的要因










れてきた。しかし、Windows95 の発売に象徴される 1995 年以降のインターネットの普及によ
って、信者たちはさまざまな情報にアクセスすることが可能になった。また、世界本部の元統
































第Ⅰ期（1926～1947 年） A 象限（最大効率）→ D 象限（不確定）→C 象限（消失）  
 第Ⅱ期（1947～1970 年代半ば） D 象限（不確定）→A 象限（最大効率）  
 第Ⅲ期（1970 年代半ば～90 年代半ば） A 象限（最大効率）  













 以上が本論の結論である。  
 なお、巻末に付された資料編には、 1968 年時点で信者数が 1,000 人以上を数える国や地域
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済観の出現」であるという指摘（對馬路人・西山茂・島薗進・白水寛子「新宗教における生命
主義的救済観」『思想』665 頁、岩波書店、1979 年）が紹介されている。また、同じく注で趙
景達「植民地朝鮮におけるキリスト教系終末運動の展開と民衆――燈台社事件を中心に――」
（『メトロポリタン史学』4 号、2008 年）を参照しながら、植民地朝鮮における灯台社の「終
末論的な救済観」について言及していることからも、日本におけるエホバの証人の終末論的な
救済観について命名し、評価することを求めたい。 
前述した通り、筆者は、世界本部の布教戦略というメゾレベルの分析を重視する。筆者によ
れば、エホバの証人の救済観は、時代状況や社会状況にマッチしていないからである。本論は
マクロな状況との関連性の分析を捨象するものではないが、世界本部の布教戦略に宗教運動の
分析を還元しすぎているのではなかろうか。その布教戦略は社会変動に規定されていると考え
ることもできよう。たとえば、「予言の自己成就としての教線拡大」という第Ⅲ期の特徴は、
時代状況や社会状況に適合した「終末論的根本主義」としての宗教運動の展開として捉えるこ
とも可能だと思われる。  
以上、本論には数々の問題点や課題も見られるが、これらの点は本論の価値を大きく損なう
ものではない。むしろ、これらの問題点や課題に応答することで、筆者の研究はさらに深まり
を見せるであろう。本論は研究の到達点ではなく、ひとつの通過点として考えてほしい。  
先に述べたように、本論は日本におけるエホバの証人の約一世紀にわたる歴史的展開を包括
的に分析・記述し、その通史を初めて明らかにした研究成果である。そのことを高く評価する
ものである。  
よって、本論文は博士（社会学）の学位を授与するに相応しいと判定する。  
